
消費税率の改定を除くと平成28年の値上げ以降、

水道料金を維持してきましたが、令和7年10月か

ら水道料金を改定することになりました。

口径20㎜・使用水量20㎥/月(税抜)
の場合

改定前
令和7年10月
～令和8年3月

令和8年4月
～令和10年3月

改定後
令和10年4月～

2,380円 2,480円

改定前との差額 +380円

▶ ▶ ▶

激変緩和措置

1日あたり

10～15円

2,200円 2,580円

詳しく知りたい方は
こちら▶▶

料金について 給水収納課 674-7890
経営について 総務企画課 674-7952

☎問合せ先

平成30年6月大阪府北部地震
(大阪広域水道企業団の水道管破損による被害)



物価高騰下の負担軽減策として、２年半、激変緩和措置を図ります。

■基本料金
使用水量に関わらずお支払いいただく料金

■従量料金
使用水量に応じてお支払いいただく料金

（1）令和７年１０月～令和８年３月

（2）令和８年４月～令和１０年３月

（3）令和10年４月～

従量料金のみ値上げ

基本料金改定額の1／２を値上げ

基本料金改定額の残りの１／２を値上げ（激変緩和措置の終了）

蛇口から水が飲める“あたりまえ”を続けていくため、ご理解・ご協力をお願いします。

施設更新費用の増加 水道料金収入の減少
人口減少に加え、節水機器の普及やライフスタイルの変化により

水の使用量の減少し、水道料金収入も減少していく見込みです。

水道管をはじめとした水道施設の多くが続々と更新時期を迎えます。

さらに、物価高騰により工事費用が増えています。

大規模災害時にも安定して水をお届けできるよう、古くなった水道管

を地震に強い管に取り替える（＝耐震化）など老朽化した水道施設を

計画的に更新・強靭化しなければなりません。

水道料金改定により、このような強靭化のための資金を確保します。

✖

きょうじんか

基 本 料 金
従　量　料　金

1m3～6m3 7m3～10m3 11m3～20m3

690円　 25円
(改定前:10円)

35円
(改定前:25円)

140円
(改定前:135円)

21m3～30m3 31m3～50m3 51m3～
300m3

301m3～
1000m3

350円
(改定前：340円)

1001m3～

205円
(改定前:195円)

225円
(改定前：215円)

280円
(改定前：270円)

330円
(改定前：320円)

基 本 料 金
従　量　料　金

1m3～6m3 7m3～10m3 11m3～20m3 21m3～30m3 31m3～50m3 51m3～
300m3

301m3～
1000m3 1001m3～

790円 25円 35円 140円 205円 225円 280円 330円 350円

基 本 料 金
従　量　料　金

1m3～6m3 7m3～10m3 11m3～20m3 21m3～30m3 31m3～50m3 51m3～
300m3

301m3～
1000m3 1001m3～

　　　  890円 25円 35円 140円 205円 225円 280円 330円 350円

一般家庭用(メーター口径:13･20･25mm)料金の改定内容

(1か月あたり・税抜)

(1か月あたり・税抜)

(1か月あたり・税抜)


